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申請者は、学部、大学院を工芸科の鋳金で学び、博士後期課程中にイギリスのRCA(Royal College of Art) 
で２年間学んだ。学部、大学院では日本の伝統技法である真土型鋳造法を用いて、ダイナミックなレリーフ
作品を制作し、存在感を示した。特に修了制作においては、鋳型の雌型の特徴を捉え、陰と陽を強調し、現
    
 
代の都市部の陰影と関係をもたせた作品は、印象に残った。 
本審査作品は、「黒い木」、「泉」、「胚胎」の３点であるが、イギリス留学後、その表現手段は大きく変化し
たように見受けられる。基本的に構成要素は、自動車のパーツ（工業生産品の廃材）、銅合金の鋳物（石膏鋳
造）、ハニカムストラクチャー（紙、フェルト）である。廃材の鋳物と自身が制作した鋳物、また、紙のよう
な素材としては耐久力のない物を同列にして作品に組み込むことにより、それぞれのヒエラルキーの平均化
を試み、作品の一体化と作品の変化に効果をあげている。本人が主張しているヘテロトピア（現実空間とユ
ートピアの中間に位置する場）に作品は存在しており、現実にはあり得ない生命力を感じさせる物体として
位置付けている。既存の工芸作品からはかけ離れた作品であり、特に廃材を使用している点に違和感はある
ものの、廃材自体が、本人の制作イメージの土台となっており、生命力の獲得の成功につなげていることは
評価できる。この廃材を陰と捉え、徹底的に研磨した自作の鋳物を陽とし、現実の都市部の陰影に反映させ
ている点は、表面的に表現手段は変化したが、根底にある一貫した制作姿勢は高く評価できるものである。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
申請者は、審査論文「内包する光：ヘテロトピアの表象」の中でユートピアとディストピアをつなぐヘテ
ロトピア（混在郷）概念に触れ、自身の制作において作品と関連づけて論じている。自身の作品の構成の中
で、鋳物と光を重視して考察しているが、鋳物においては、自動車の部品のように工業的に生産され、大量
消費で廃棄されていくものと、美術家が意図して制作した鋳物との区別のもと自作の中で有機的形態に変換
し渾然一体として扱い、そのヒエラルキーの均衡化を狙い、現実社会と対比させ問題の露出を狙っているこ
とは特筆できる。また、光に関しては、鋳物を極限まで研磨したことにより、そこに写り込んで放つ具体的
な光を生命の光として自作の中に取り込み、この素材からの効果を作品が内包する光として変換し、ヘテロ
トピアの領域に踏み込んでいる。 
本審査作品は、「黒い木」、「泉」、「胚胎」の３点であるが、イギリス留学後、その表現手段は大きく変化し
た。修了制作までは、日本の伝統的鋳造技法である真土（まね）型鋳造法を用いて陰と陽がテーマとなって
いた。これは鋳物の特性である型をとることによる雌型を陰とし、その型で生成される鋳物を陽として捉え、
現実社会の陰と陽に対比させる表現方法を用いていた。審査作品においては、伝統的鋳造法ではなく、ヨー
ロッパの鋳造法である石膏鋳造法を用いて鋳物を制作する表現手段に変化した。作品の構成要素は、自動車
のパーツ（工業生産品の廃材・消費物）、銅合金の鋳物（美術家によるもの・石膏鋳造）、ハニカムストラク
チャー（紙、フェルト）であるが、廃材の鋳物と自身が制作した鋳物を作品内で融合させ、紙やフェルトの
ような素材としては耐久力のない物を同列にして作品に組み込んだ。これらの条件を踏まえ作品の一体化を
図ることは困難であると思えるが、現実にはあり得ない生命力を感じさせる物体として位置付けさせている。
また、駅のホームでの発車メロディーも内在させ、ヘテロトピアから、現実空間へと呼び戻す効果をあげて
いる。廃材を陰と捉え、究極まで研磨した自作の鋳物を陽とし、現実の都市部の陰影に反映させている点は、
表面的に表現手段は変化したが、根底にある一貫した制作姿勢は高く評価できるものである。多少の破綻は
感じさせられるものの、工芸の領域を拡大する表現内容には今後期待できるものである。 
